
１．開会
２．あいさつ
３．議事
（１）

＜事務局説明＞

①やしお市民大学ＯＢ会
　「八潮市内で楽しむ文化・芸能・音楽」

＜質疑応答＞
●

↳

●

↳

●

事業の名称について、①講談会については「文化・芸能」、②
ハーモニカ演奏会については「音楽」という認識でよろしいか。

会議録（要旨）

令和８年度八潮市協働のまちづくり推進事業助成金助成事業の審査につ
いて

事務局より、資料に基づき説明を行った。

事業説明会
事務局による説明の後、令和８年度追加募集にて申請のあった１団体か
ら事業説明について発表した。

そのとおりである。

講談会については、合間に八潮市の良さや感想を話していただく
ということで、やしお市民大学ＯＢ会の方々にとってすごく意味
のあることだと思っている。
学んだことを活かしていくという場になるので、重要であると思
う。
講談される方とはなにか繋がりはあるのか。

以前にも講談をしていただいたことがある方である。
その際にもやしお市民大学ＯＢ会のことを話していただい
た。
団体の者が話すより、講談師の方が話していただいた方が、
市民の方には伝わりやすいと考えている。

講談会等の合間に八潮市の良さや感想を話していただくというの
は、ユニークで良いと思った。
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＜委員による審査＞

※

⇒

（２）
＜事務局説明＞

＜質疑応答＞
●

↳

●

●

●

↳

まんまるよやく（埼玉県東南部地域公共施設予約案内システム）
で、市外の方が予約を取ってしまい、借りられないことがある。
団体としては、使用料よりも会場を押さえられないことの方が大
変である。
予約の取り方等、市内の方を優先にするなどのシステム作りをお
願いしたい。

助成対象事業として適正であると評価し、市に報告する。

各委員による採点結果の報告及び意見の聞き取りにより、審査を行っ
た。

集計結果報告及び審査にあたっては、傍聴者との利害関係による影
響をなくし、委員の自由な意見に基づいた公正かつ公平な審査を行
うため、非公開とした。

やしお生涯楽習館の大規模改修工事について

事務局より、資料に基づき説明を行った。

前回の入札では不調とのことであったが、今回入札をかけるにあ
たり、工事費の予算を増額するなどの対応をしたのか。

予算の増額はしていないが、前回の入札では、建築、電気設
備、機械設備を分離発注としていた。今回は一括発注とし
た。

使用料を決めるにあたり、近隣のどの施設を参考にするかが重要
である。
同規模の施設を参考にすると良い。

セミナー室、和室を児童室に変更するとのことだが、高齢化が進
んでる中で、楽習館は児童室ばかりで、高齢者のスペースはない
のかというように考えられてしまうのではないか。

現在、児童プレイルームとなっていたところを新たに多世代
交流スペースへ変更し、気軽に囲碁を楽しめたり、高齢の方
を見ながら子どもたちが遊べたりなど、まさに多世代がフ
リーに交流しやすく、オープンな場所等を設置させていただ
きたいと考えている。
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↳

●
↳

●
↳

●
↳

●
↳

●

↳

↳

リニューアル後も同じ時間で考えている。

楽習館は休館となっているが、今現在は団体の方はどの施設を
使っているのか。

社会福祉協議会や、りらーと八幡を活用しているが、立地等
少し不便なところがある。

料金の算出方法の基準は考えているのか。
算出の方法については、使用料・手数料・施設使用料減免基
準のあり方に関する基本方針がある。
対象コストを合算し、これを施設の総面積や年間の使用可能
時間で割り返し、原価を出した上で、面積で掛け合わせると
いう形で算出するものである。

楽習館の減免を引き続きやっていただきたい。
60歳以上の方が８割以上で構成されている団体、18歳以下の
方が８割以上で構成されている団体、未就学児とその保護者
の方が８割以上で構成されている団体、障がい者の方とその
保護者の方が使われる団体は、使用料が２分の１へ減免とな
る。
市内では楽習館だけの制度である。
市民活動の発展のために作られた制度ではあるが、まんまる
よやくのシステムが始まり、市外の方も減免の対象となるな
ど懸案がある。
そのような状況も踏まえ、今後検討していきたいと考えてい
る。

軽食を取れるようにしたほうが良い。
３階がワーキングスペースとして、カウンターを設置する予
定である。そこで軽食が取れるようにと考えている。
また、自動販売機や移動販売などできる限り可能性を探りな
がら検討していきたいと考えている。

開館時間、閉館時間はどうなるのか。

事務局がこれから検討し、案を作っていくが、来年１月の委員会
で使用料等の案が出てきて、決定をしていく形となる。
その委員会の前に小委員会を開き、内容の整理、方向性を検討す
るのはどうか。

事務局といたしましても、そのように進めていただければと
考えている。

意見なし
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４．その他

５．閉会

次回の委員会については、１月を予定している。委員の皆様には改めて
通知する。
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